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平成26年５月15日 

各  位 

会 社 名  株 式 会 社 極 楽 湯 
代表者名   代表取締役社長 新 川 隆 丈 
 (ＪＡＳＤＡＱ・コード ２３４０) 

問合せ先   取締役専務執行役員管理部長 
松 本 俊 二 

電  話   ０３－５２７５－０５８０(代) 
 
 

特別損失の計上に関するお知らせ 

並びに連結業績予想と実績値との差異及び前期実績値（個別）との差異に関するお知らせ 

 

当社は、平成26年３月期（平成25年４月１日～平成26年３月31日）において、特別損失を計上いたし

ましたのでお知らせいたします。また、それも含め、平成25年５月15日に公表した業績予想と本日公表

の実績値に差異が生じ、個別業績につきましても、前期実績値との間に差異が生じましたので、下記の

とおりお知らせいたします。 

 
記 

 
１．特別損失の計上について 

当社が保有する建物、構築物、工具器具備品等の固定資産について、一部店舗において収益性の低下が

みられたため回収可能性について検討した結果、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき一部固定資

産の減損処理を行い、減損損失として587百万円を特別損失に計上いたしました。 

なお、本件につきましては、本日公表しました「平成26年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」に反

映しております。 

 

２．（１）連結 

平成26年３月期 通期連結業績予想数値と実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭 

前回発表予想（Ａ） 10,700 260 330 160 16.68 

今回実績（Ｂ） 10,051 △51 39 △398 △40.13 

増減額(Ｂ－Ａ) △649 △311 △291 △558  

増減率 △6.1 ― △88.1 ―  

(ご参考)前期実績 

(平成25年３月期） 
9,923 274 378 114 10.90 
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（２）個別 

当期（平成26年３月期）実績値（個別）と前期実績値（個別）との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭 

前期(平成25年３月期)

実績（Ａ） 
9,916 355 454 191 18.19 

当期(平成26年３月期)

実績（Ｂ） 
9,207 59 62 △393 △39.61 

増減額(Ｂ－Ａ) △708 △296 △392 △585  

増減率 △7.2％ △83.4％ △86.3％ ―  

 

 

（３）差異が生じた理由（（１）及び（２）） 

売上高は、海外１号店（上海）は計画通りであったものの、個別では福島店のＦＣ化による売上高の減

少、入館料の値上げ及び割引券等の発行抑制による来店客数の減少並びに想定を超える大雪や大雨等によ

る来店客数の減少の影響等により差異が生じました。 

利益面では、個別での売上高の減少に加え、新規出店に係る先行投資費用の発生及び電気・ガスのエネ

ルギーコストの増大による影響等で、費用が増加し差異が生じました。当期純利益については、一部店舗

において収益性の低下がみられたため各店舗の投資額に係る回収可能性をより厳格かつ保守的に検討した

結果、連結業績・個別業績ともに減損損失587百万円を特別損失に計上したため差異が生じました。 

以上 
 


